
【ポイント】目標設定はSMART※に

※Specific, Measurable, Achievable, Relevant, Time-bound

例：「若者・女性に選ばれている状態」

【就業・キャリアの観点】
Specific：女性管理職比率
Measurable：%で測定
Achievable：現状＋上昇率
Relevant：若者・女性に魅力ある職場づくり
Time-bound：年度末

 例：「2030年度までに、女性管理職比率を25％に引き上げる」

【参画・声の反映の観点】
Specific：政策形成への女性・若者参画率
Measurable：協議会等での割合
Achievable：段階的目標
Relevant：選ばれるまちの意思決定
Time-bound：3年以内

 例：「2028年度までに、市の主要協議会で若者・女性委員比率を40％以上にする」
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【ポイント】取り組みを推進するための体制構築

★留意点

①地域のキーマンを巻き込む

②市民を巻き込む

③多様なメンバーで構成する

性別、年齢、セクター、地域…特に男女は50：50に

豊岡市 資料より

●推進体制のあり方の例

➢ 専門部署設置
➢ 庁内横断プロジェクトチーム
➢ 経営者会議
➢ 市民会議

【取り組み事例】兵庫県豊岡市

①専門部署の設置

②経営者による推進会議設置

③ジェンダーギャップ解消庁内推進委員会設置

市役所内に庁内委員を任命

各部署における関連施策の推進を行う

④ジェンダーギャップ解消戦略会議設置

市民委員を任命

取り組みへの意見、モニタリングを行う
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STEP５

発信戦略
メディアと連携する

山陽新聞「たいようプロジェクト」
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（参考：岡山県）女性リーダー×メディア連携

ＷｅＰＲＯ／山陽新聞たいようプロジェクト

※ＷＯＭＥＮ’Ｓ ＥＭＰＯＷＥＲＭＥＮＴ ＰＲＯＪＥＣＴ ＩＮ ＯＫＡＹＡＭＡ

◆ＷｅＰＲＯメンバー（５０音順、所属や肩書は２０２５年９月１日現在）

岡本亜由美 （株）Cキューブ・コルサルティング シニアアソシエイト

影山美幸 （株）山陽新聞社 総務局次長

片岡祐子 岡山大学病院 聴覚支援センター准教授・ダイバーシティ推進センター副センター長

坂口有美子 （株）ちゅうぎんフィナンシャルグループ 執行役員 D&I NEXT10推進部長

床尾あかね 岡山大学 学術研究院教育研究マネジメント領域 准教授（特任）

中嶋佳乃子 （株）Canokoto 代表取締役

永井純子 （株）ちゅうぎんフィナンシャルグループD&I NEXT10推進部スペシャリスト

西原立 （株）Cキューブ・コルサルティング 代表取締役

藤原加奈 （株）フジワラテクノアート 代表取締役副社長、 岡山県中小企業団体中央会副会長、

岡山経済同友会理事、岡山県ものづくり女性中央会直前会長

古舞雅子 （株）山陽新聞社 みらい共創局吉備の環プロジェクト推進センター副主管

細羽紀子 （株）中国銀行 執行役員 地方創生SDGs推進部長

水田美由紀 弁護士（烏城総合法律事務所代表）、日本弁護士連合会副会長

三村由香里 岡山大学 理事・ダイバーシティ推進本部長

山本満理子 IPU環太平洋大学 地域連携センター副センター長・経済経営学部 現代経営学科 特任准教授、

未来地図セイサク研究所代表

出典：山陽新聞／さんデジ
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番外編

外部人材の巻き込み
信頼とコミュニケーション

➢対等な関係性

➢民間ビジネスのメカニズム

➢円滑なコミュニケーション
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（参考）ジョン・P・コッター「変革の8段階のプロセス」

１．危機感を高める

２．変革推進チームを結成する

３．ビジョンを策定する

４．ビジョンを伝達する

５．従業員に行動を促す

６．短期的成果を上げる

７．改善成果を定着させ、更なる変革を推進する

８．新しいアプローチを定着させる
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どう進めるか
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【ポイント①】

「決めつけ」
からの脱却

この地域は、難しい

この業界は難しい

中小企業には難しい

女性自身が活躍したいと思っていない

女性は重いものが持てないから…
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【ポイント②】

地域、業界
企業単位で
データで
実態把握を

性別役割分担意識

採用の男女比

正規・非正規率

勤続年数

女性管理職比率

男性育休取得率 男女賃金格差
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（事例）富山県 DEI企業成長塾
～29社が男女賃金格差を厚労省のツールで分析、アクションプランを策定～

※厚生労働省 男女間賃金差異分析ツール
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【ポイント③】

地域ごとの特性、課題を

踏まえたモデルで

インパクトある解決を

モデル①都道府県×市町村

事例：奈良県

モデル②市町村×商工会議所などの経済団体

事例：兵庫県豊岡市、宮城県気仙沼市、宮崎県宮崎市

モデル③市町村×地域づくり協議会、自治会

事例：富山県南砺市、福井県鯖江市

モデル④地方銀行・大企業による連携モデル

事例：ひろぎんホールディングス×中国電力×マツダ×広島県

企業ネットワーク「HATAful（はたフル）」プロジェクト
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【事例①】奈良県 公務職場におけるジェンダーギャップ解消モデル
～県、市町村、企業、教育現場の意識調査を実施～

●2024年度より県庁内に「ジェンダー平等推進プロジェクトチーム」を設置
県庁内だけでなく、県内企業、県内市町村に対するジェンダーギャップの解消の取組を推進していく。
出典：令和6年5月27日「第4回 奈良県こども・子育て推進本部会議」資料より抜粋

【背景】
◆ 女性の就業率 70.6％（全国47位／2020年）
◆ 女性の家事従事時間 238分（全国1位／2021年）
◆ 「夫は外で働き、妻が家を守る」との意識を持つ県民の割合 50.4％（全国1位／2015年）
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県内の市町村職員、教育現場、企業の社員等を対象に調査

出典：令和６年１１月１９日 「第６回 奈良県こども・子育て推進本部会議」資料より

➢ 市町村 ➢ 教育現場

➢ 企業
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【事例②】兵庫県豊岡市 地域の企業連携による取り組み

【背景】
◆ 若年人口、特に若年女性人口の流出

「若者回復率※」を男女別に見ると、男性は52.2％なのに対し、女性は26.7％となっている（2015年国勢調査データから）
※10歳代の転出超過数に対する20歳代の転入超過数の占める割合

◆ 公正さの欠如
女性が流出する背景の一つに”ジェンダーギャップ“があり、そのままにすれば経済的損失、社会的損失にとどまらず、”公正さの欠如“となる。

●2018年10月、市役所含む市内16事業所で「ワークイノベーション推進会議」設立 133社に（2026年4月21日月時点）

ワークイノベーション戦略の策定（2018年度～2027年度の10年計画）

54



●市内事業所従業員の意識調査でジェンダーギャップ、ジェネレーションギャップを可視化

兵庫県豊岡市 地域の企業連携による取り組み

➢毎年、事業所調査を実施し、女性従業員の2/3以上が「働きやすく、働きがいがある」と評価している
（＝男女格差が小さい）事業所の数を10年で50社に増やす計画を掲げ、施策の実行、モニタリングを実施。

➢アンケートで全従業員、女性従業員、男性従業員のそれぞれ2/3以上が評価していて、かつ、制度が整備されていると審査された企業を
「あんしんカンパニー」として表彰。これまでに7社が表彰されている。

豊岡市独自の表彰制度「あんしんカンパニー」

「働きやすさと働きがい」に関する従業員意識調査の結果
の一部を表彰の一次審査で使用。従業員意識調査では、
「働きやすく、働きがいがあると感じている」「労働時間や働
き方によって、評価が不利にならない」などの約30項目の
質問に対して、従業員一人ひとりが4段階評価で回答。

「制度」の有無だけでなく、実際に従業員がどう感じている
かを審査に反映していることが特徴。
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【事例③】富山県南砺市 地域におけるジェンダーギャップ解消モデル

【背景】
◆ 若年人口、特に若年女性人口の流出
◆ 地域コミュニティの高齢化と根深い性別役割分担意識
◆ 地域（地域づくり協議会／自治会）の多くが（高齢）男性、地域における意識変革が起きづらい

●2023年度～地域づくり協議会幹部向けにワークショップを実施

●2024年度～男女格差是正に向けて、ジェンダーギャップ解消対策部署を設置
さらにジェンダーギャップ解消市民会議を設置し、主に『地域』でのジェンダーギャップ解消に向けた提言を市に提出。（写真右）

➢３１地域づくり協議会 全体会議

「行政が中心になって女性活躍・ジェンダーギャップを
解消していく方策をつくっているところがある（兵庫県
豊岡市）ので、取り入れて行きたい。」などの意見も。

➢地域向けセミナー

地域づくり協議会トップが「地域におけるジェ
ンダー問題の解決に取り組む」と宣言
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●2025年度～地域づくりコミュニティのアンケート・インタビュー調査を踏まえ、ガイドブックを作成
～南砺市役所ホームページよりダウンロード可能

▼ダウンロードはこちらから
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（参考：広島県）地方銀行による地域連携

ひろぎんホールディングスが旗振り役となり、中国電力、マツダ、広島県が連携、若者の流出対策へ

出典：ひろぎんホールディングス 統合報告書2024
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